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●競争力への期待と関心　「競争力」は注目されている概念である。たとえば世界経済フォーラム（
W
orld Econom
ic 
Forum
）は世界各国の統計指標
を使って国の競争力順位を公表している。世界経済フォーラムの報告書は競争力指標を様々なデータから作成し いる。その中には実業界のリーダーに対する各国の競争環境の現状に関する質問調査の回答を集計した指標と一人当たりＧＤＰ（購買力平価で調整したも ）との統的関係を世界各国のデータで検証したものもある。これに対してラル（
Sanjaya Lall ）は次の
ような問題を指摘してい 。世界経済フォーラムのような競争力指標は経済学の伝統的な概念である「比較優位」の経済モデルに沿っていない。また競争力指標と一人当たりＧＤＰと 間
で統計的に有意な関係があっても、それは競争力指標→一人当たりＧＤＰではなく一人当たりＧＤＰ→競争力指標という因果関係を示しているとも解釈できる（金融市場やインフラ全般の質に関する項目は経済発展で改善するから） 。また企業経営者への質問が経済全体の客観的な状態を示 とは限らないので済の客観的な指標も利用すべきだろう。このように批判をしてはいるが、ラルは企業の活動を左右する経 環境に注目すること自体 よい問題設定だと評価している。●実質実効為替レート　
競争力のもうひとつの指標は
実質為替レートであ これは為替レートを自国と外国の物価水準の比率で調整した価格競争力の指標である。
（
実
質
為
替
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実際の貿易で重要なのはドル
だけでなく、貿易相手国と自国の通貨の為替レートであるから、貿易相手国の通貨を輸出入額で加重平均した実効為替レート（
effective exchange rate ）
も重要な輸出競争力指標 ある。 表
1と図
1は世界銀行の 『世
界開発指標』に掲載されている実質実効為替レート ある。これは主な貿易相手国の通貨を加重平均した名目実効為替レートを実質化したもので、先進国では単位労働費用が、また途上では消費者物価指数がデフレーターに使われている。様々な通貨の加重平均 使うので基準年（この表では一九九五年）で指
数化されており、二〇〇〇年の値が一〇〇を下回っていたら、その国の通貨の実質価値は相対的に低下し、その分、その国の輸出競争力は向上したと考えられる。ただ、 『世界開発指標』では国際比較可能な統計を使って計算している関係で、この指標の解釈 慎重にしてほしいと断っている。●顕示比較優位指数　
もうひとつ、国際競争力を見
る上で重要なのは比較優位の指標である。経済学では国々の間で相互利益があるから貿易が起こると考え の 、世界市場でのシェアを取り合うという意味での競争力 はなく、自国が相対的に得意な財の生産と輸出に
すぐに役立つ開発指標の話
第11回競争力指数C
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petitiveness Index
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表1　実質実効為替レートの事例
（2000、1995＝100）
中国 107.6
日本 95.6
シンガポール 95.5
オーストラリア 94.5
パキスタン 93.6
フィリピン 89.8
マレーシア 86.6
ニュージーランド 83.3
（出所）World Bank [2002] World Development Indicators 2002, 
Washington D.C. World Bank pp. 300-303.
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（出所）World Bank [2002] World Development Indicators 2002, 
Washington D.C. World Bank pp. 300-303.
図１　実質実効為替レートの事例
（2000,1995＝100）
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特化すること（比較優位）の方が重要である。というのは自国の世界市場でのシェアを拡大だけでは自国の利益は他国の損失になるだけで世界全体では得にはならず、また輸出は自国が生産で不得意なものを輸入 きためにあるから ある。そこ
自国が相対的に得意な分野を知ることができれば最適な貿易パターンを決めるにも有益なので、現実の貿易統計に示された比較優位 （
Revealed Com
parative 
A
dvantage ：
RCA
）指標が作成
されてきた（ 「基本公式」 ） 。現実の貿易統計 はある国がある製造業品を輸出して別の製造業品を輸入することも多いので、
製造業品輸出―製造業品輸入＝純輸出を使うという工夫が必要である（ 「基本公式
　
RCA_2 」参
照） 。表
2と図
2は工業製品の
競争力に関する指標として工業製品とハイテク製品の輸出シェアとを示している。 こ うち 「ハイテク 」はＲ＆Ｄ集約度の高い航空機やコンピューター、科学器具のほか、外国企業の国際的な活動が関わるこ の多い電気機器等が含まれるので、これがマレーシアやフィリピンの高い値を示しているようである。このことから、実際の貿易パターンから比較優位を推定することは容易なことではなく、産業・貿易政策立案のためにはいろいろな情報を活用した方がよい。（の
が
み
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き
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基本公式　比較優位（RCA）の指標
Xijは第i国の第j財の輸出額。Ximは第i国の製造業品輸出額。Xwjは世界の第j財
輸出額、Xwmは世界の製造業品輸出額。Mijは第i国の第j財の輸入額とする。
RCA_1＝
Xij Xwj
Xim Xwm
＝
第i国の第j財輸出の世界貿易額に占める比率
世界製造業品輸出に占める第i国製造業輸出シェア
RCA_2＝
Xij－Mij
Xij＋Mij
＝
第i国の第j財の貿易収支
第i国の第j財の輸出と輸入の合計
（出所）世界銀行『世界開発報告2008』（田村勝省訳）一
灯舎、2008年、374-375ページ（原著はWorld Bank [2007] 
World Development Report 2008: Agriculture for 
Development ）。
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図２　工業製品の貿易指標表2　工業製品の貿易指標
工業品輸出
（対商品輸出
比、％　2005年）
ハイテク輸出
（対工業品輸出
比、％　2005年）
日本 92 22
中国 92 31
韓国 91 32
バングラデシュ 90 0
フィリピン 89 71
パキスタン 82 2
タイ 77 27
マレーシア 75 55
インド 70 5
スリランカ 70 1
ブラジル 54 13
ベトナム 53 6
インドネシア 47 16
ロシア 19 8
（出所）世界銀行『世界開発報告2008』（田村勝省訳）一灯舎、2008年、
374-375ページ（原著はWorld Bank [2007] World Development Report 2008: 
Agriculture for Development）。
